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Abstract 
In order to enhance the quality of education for students with poor performance, we focused on lifestyle habits and 
conducted a questionnaire survey on the effects of lifestyle habits on somatic symptoms and academic performance of 
vocational school students.   
The academic performance was classified into three GPA quantiles including “lower GPA group”, “medium GPA- 
group”, and “upper GPA group. In the lower GPA group, the daily rhythm was irregular including late waking up and 
sleeping timings and short sleep duration. Further, the percentage of part -time work was high and the duration of part-
time job was also long. In particular, percentage of students who were doing part-time even one week before the exam 
was high. In addition, percentage of students who used telecommunication devices for a long time, was high. Regarding 
dozing during lectures, in addition to lack of sleep, it was seen that dozing during lectures was also induced by the 
teaching methods of teachers, including lecture content and methods.  
These results suggest that academic performance is significantly influenced by lifestyle habits, indicating that it is 
important to gain an understanding of the background of students and guide them about leading a disciplined life.    
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調査対象の GPA 算出方法は、科目毎の評点（80 点以
上；A、70 点以上；B、60 点以上；C、60 点以下；F）を
4 段階で評価し、A 評価 11 点、B 評価 7 点、C 評価 4












































あるいは Kruskal-Wallisの H検定と Bonferroni 補正
の Mann-Whitney の U 検定により多重比較を行った。 












調査対象者 131 名のうち回収できた調査票は 122名
であった。その内、調査票の記入漏れがある者 6名、


















Table 2 に GPAの内訳を示した。全体の GPA は 8.62








Table 3 に GPA と睡眠習慣との関連を示した。起床時
間については、平日において GPA と有意な関連が認め
られた。起床時間が 6 時以前の割合が GPA上位群は 











48.5％に対し、GPA 下位群は 12.1％であり、7 時以降
の割合は GPA 上位群が 19.4％に対し、GPA 下位群は




おいて GPA と有意な関連が認められた。1 日の睡眠時
間が 6 時間以上の割合が GPA 上位群は 44.0％に対し、








就寝時間が 22～23 時の割合が GPA 上位群は 22.0％に
対し、GPA 下位群では 11.1％であり、午前 2 時以降の
割合は GPA 上位群が 25.0％に対し、GPA 下位群では
40.0％と、GPA 上位群が GPA 下位群と比較して、早く
就寝する割合が高かった。休日の就寝時間は 22～23 時
の割合が GPA上位群は 10.5％に対し、GPA下位群では
0％であり、午前 2時以降の割合は GPA上位群が 10.5％
に対し、GPA 下位群は 63.2％と、GPA 上位群が GPA 下
位群と比較して、早く就寝する割合が高かった。アル
バイトのある日の就寝時間は 22～23 時の割合が GPA
上位群は 54.8％に対し、GPA下位群では 21.4％であり、


















Table 3 に GPAとアルバイトの習慣との関連を示し
た。アルバイトとの有無については、GPA と有意な関
連が認められた。アルバイトあり群の割合が GPA上位
群は 21.7％に対し、GPA 下位群は 37.7％であり、アル
バイトなし群の割合は GPA 上位群が 52.2％に対し、





が GPA上位群は 10.0％に対し、GPA 下位群は 55.0％で
あり、平日にアルバイトなし群の割合は GPA 上位群が
38.9％に対し、GPA 下位群は 28.4％と、GPA 上位群が
GPA 下位群と比較して、試験 1 週前は試験勉強のため
平日のアルバイトを行わない割合が高かった。一方、
試験 1週間前の休日のアルバイトの有無には有意な関
連は認められなかった。     
１週あたりのアルバイトの時間については、GPA と
有意な関連が認められた。1 週のアルバイト時間が 0
時間の割合が GPA 上位群は 50.0％に対し、GPA 下位群
は 27.1％であり、10 時間以上の割合は GPA 上位群が










1 時間未満の割合が GPA 上位群は 40.5％に対し、GPA
下位群では 31.0％であり、2時間以上の割合は GPA 上





平日において GPA と有意な関連が認められた。1 日あ
たりのインターネットの利用時間が 1 時間未満の割合
が GPA上位群は 40.7％に対し、GPA 下位群では 29.6％
であり、2 時間以上の割合は GPA 上位群が 17.0％に対









休日ともに GPA と有意な関連が認められなかった。 
2）身体症状との関連 





ど居眠りをする割合は GPA 上位群が 20.0％に対し、




Table 6 に GPA と自覚疲労との関連を示した。身体
症状の自覚疲労については、「Ⅰ群ねむけ感」「Ⅱ群不
安定感」「Ⅲ群不快感」「Ⅳ群だるさ感」「Ⅴ群ぼやけ感」








痛い」では GPA 上位群と GPA下位群で有意差が認めら
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